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「
登
録
有
形
文
化
財
」

東
京
藝
術
大
学
が
あ
る
上
野
は
、

歴
史
や
伝
統
と
新
し
い
文
化
が
交
差
す
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光
に
訪
れ
る
人
も
多
い
。

藝
大
の
す
ぐ
近
く
に
も
、
由
緒
あ
る
社
寺
や
老
舗
、
意
外
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
秘
め
た
穴
場
が
目
白
押
し
だ
。

大
学
か
ら
少
し
だ
け
足
を
延
ば
し
て
、
小
さ
な
旅
に
出
て
み
よ
う
。

第 8回

登
録
有
形
文
化
財
は
、
平
成
八（
一
九
九
六
）年
の

文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
文
化
財
登

録
制
度
に
基
づ
き
、
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ

た
有
形
文
化
財
の
こ
と
で
あ
る
。
開
発
な
ど
で
歴
史

的
資
産
が
消
滅
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
創
設
さ
れ
た
。

建
造
物
で
は
原
則
建
築
か
ら
五
十
年
を
経
過
し
、
造

形
が
時
代
の
特
色
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
再
現
が

困
難
な
こ
と
な
ど
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
庁
に
よ
る
と
、
建
造
物
の
国
登
録
有

形
文
化
財
は 

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
現
在
、

九
千
二
百
五
十
件
あ
る
。
登
録
対
象
は
当
初
は
建
造

物
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
六
年
の
文
化
財

保
護
法
改
正
に
よ
り
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
も

登
録
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
藝
術
大
学
周
辺
に
も
、
近
世
近
代
の
上
野
の

歴
史
を
背
景
に
し
た
登
録
有
形
文
化
財
の
建
造
物
が

集
ま
っ
て
い
る
。
東
京
メ
ト
ロ
根
津
駅
の
駅
前
、
不

忍
通
り
と
一
本
東
側
の
小
路
に
挟
ま
れ
た
敷
地
の
小

路
側
角
地
に
建
つ
串
揚
屋
「
は
ん
亭
」（
１
）は
、
根
津

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
建
物
。
同

じ
高
さ
の
木
造
階
を
三
層
に
重
ね
た
、
特
徴
的
な
町

家
建
築
で
あ
る
。

美
術
学
部
の
敷
地
に
隣
接
す
る
「
護
国
院
」
の
本

堂
西
側
に
建
つ
「
庫く

り裡
」（
２
）は
岡
田
信
一
郎
の
設
計

は
ん
亭

大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）

文
京
区
根
津
二
ー
十
二
ー
一
五
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護
国
院
庫
裡

昭
和
二
年（
一
九
二
七
年
）

台
東
区
上
野
公
園
十
ー
十
八
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国立博物館
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口

不
忍
通
り

言問
通り
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JR上
野
駅

JR
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日
暮
里
駅

恩賜上野動物園
（東園）

恩賜上野動物園
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に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
初
期
の
住
宅
建
築
の
風
潮
を

よ
く
伝
え
る
も
の
だ
と
評
価
さ
れ
る
。
岡
田
は
東
京

美
術
学
校
・
早
稲
田
大
学
で
設
計
教
育
に
携
わ
る
か

た
わ
ら
、
旧
鳩
山
一
郎
邸
・
旧
歌
舞
伎
座
な
ど
を
手

が
け
た
。
音
楽
学
部
の
敷
地
に
隣
り
合
う
東
京
文
化

財
研
究
所
「
黒
田
記
念
館
」
の
本
館（
３
）も
同
じ
く
、

岡
田
信
一
郎
に
よ
る
。
画
家
黒
田
清
輝
の
遺
言
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
美
術
館
施
設
で
、
二
階
に
展
示
室
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
外
観
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
張

り
で
、
正
背
面
二
階
中
央
に
イ
オ
ニ
ア
式
列
柱
六
本

を
配
す
る（
耐
震
工
事
の
た
め
現
在
休
館
中
）。

谷
中
墓
地
の
入
口
に
あ
る
「
花は

な

重じ
ゆ
う

店
舗
」（
４
）は
、

谷
中
墓
地
の
開
設
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
業
し
た
生
花

問
屋
の
建
物
。
一
階
は
店
舗
、二
階
は
三
室
に
区
切
っ

て
畳
敷
の
居
室
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
三
崎
坂
か

ら
日
暮
里
駅
方
面
に
抜
け
る
途
中
に
あ
る
の
が
「
す

ぺ
ー
す
小お

倉ぐ
ら

屋や

」（
５
）。
店
舗
部
分
の
、
通
り
庭
に
面

す
る
帳
場
を
現
在
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
い
る
。
三

階
建
の
土
蔵
も
狭
い
通
り
に
よ
く
目
立
つ
。

「
観
音
寺
」
の
「
築つ

い

地じ

塀べ
い

」（
６
）は
、
境
内
の
南
面

を
画
す
る
い
わ
ゆ
る
練
り
塀
で
、
瓦
と
粘
土
を
交
互

に
積
み
重
ね
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
有
数
の
寺

町
で
あ
っ
た
当
時
の
谷
中
の
面
影
を
伝
え
て
く
れ
る
。

観
音
寺
築
地
塀

江
戸
時
代
末
期

東
京
都
谷
中
五
ー
八
ー
二
八
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東
京
文
化
財
研
究
所

黒
田
記
念
館
本
館

昭
和
三
年（
一
九
二
八
年
）

台
東
区
上
野
公
園
十
二
ー
五
三
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花
重
店
舗

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

台
東
区
谷
中
七
ー
五
ー
二
七
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す
ぺ
ー
す
小
倉
屋

店
舗
：
江
戸
末
期

蔵
：
大
正
五
年（
一
九
一
六
年
）

台
東
区
谷
中
七
ー
六
ー
八
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